
佐渡市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施連携会議について 

 

 国は、令和２年度、市町村が後期高齢者に対して保健事業と介護予防を一体的に実施で

きるよう法（高齢者の医療の確保に関する法律等）の整備を行いました。これは、医療・

介護のレセプトデータや健診データなどを活用し、高齢者のニーズや特徴を踏まえた健康

支援・相談等を行うことで、高齢者が住みなれた地域で自立した生活ができる期間の延伸

や QOL（生活の質）の維持向上を図ることを目的とするものです。 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施（以下「一体的実施」）については、事業の

企画段階から医療や福祉の関係団体と連携して取組むこととされており、佐渡市において

は、「佐渡市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施連携会議設置要綱」（令和３年４

月告示）を策定し、関係機関等と連携して事業を推進しております。 

本日の会議では、佐渡市における一体的実施が効果的かつ効率的に実施されるよう、事

業計画・実施・評価について検討をお願いいたします。 

 

図表１ 佐渡市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施連携会議 体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No.１ 

佐渡市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施連携会議 

一体的実施連携会議 専門部会 

 

 

 

 

 

 

 

ハイリスクアプローチ部会 

・低栄養防止・生活習慣病等

の重症化予防の取組に関する

こと 

・重複・頻回受診者、重複投

薬者等への相談・指導の取組

に関すること 

・健康状態が不明な高齢者の

状況把握、必要なサービスへ

の接続にかんすること 

ポピュレーションアプローチ部会 

・通いの場等におけるフレイ

ル予防の普及啓発や健康教

育・健康相談に関すること 

・通いの場等における、高齢

者等の把握に関すること 

・高齢者が日常的に相談が行

える環境づくり等に関するこ

と          など 

地域づくり部会 

・地域づくりに関すること 

・市民ボランティア等との連

携に関すること 

・フレイル予防の担い手育成

に関すること 

           など 

一体的実施庁内連携会議 

市民課、健康医療対策課、高齢福祉課、社会福祉課、社会教育課、地域づくり課、各支所 
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 市町村の役割について  

 

 

 健康寿命の延伸 

高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施 

・庁内各部局間の連携体制を整備 

・レセプトデータ・ＫＤＢシステム等による
健康課題の分析・抽出 

・事業の基本的な方針を作成 

・事業の企画・関係団体との連携 

・委託契約に定めた事業を適正に実施 

後期高齢者医療 

担当部署 

国民健康保険 

担当部署 

健康づくり・
健康診査 

担当部署 

介護保険・
介護予防 

担当部署 
高齢者スポーツ・

公民館 

担当部署 

地域福祉・     
民生委員 

担当部署 

地域づくり・地域
コミュニティ 

担当部署 

契約に基づき保健事業を実施 

市町村 

広域連合 

・保健事業実施計画（データヘルス計画）の策定 

・健康課題におけるのデータ、情報提供 

・事業の推進に向けた意見交換等を行う機会の提供 

・事業の一部を委託し、実施に必要な費用を交付 

・関係市町村の事業評価の支援 
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・データ分析に基づく事業の立案

○健康課題、事業目的の明確化

○目標設定

○費用対効果を考慮した事業選択

（例）加入者に対する全般的・個別的な情報提供

特定健診・特定保健指導

重症化予防

・データ分析に基づく

効果測定・評価

Plan（計画）

Act（改善）

・次サイクルに向けて修正

Do（実施）

・事業の実施

Check（評価）

保健事業評価の
ポイントを抑える 効果の高い

保健事業の実施

保健事業
企画・見直し

３ 


